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『独立ノート』第４号発刊にあたり

独立ノートも、早や４冊目ですか。編集の方たち、ご苦労様です。

このノートを作るきっかけとなったのは、独立の広告費を削ったら、お

金が少しできたので、それで広告に代わる広報誌のようなものを作って

広く皆様に独立のことを知って頂いたら、と話が進んだのです。

展誌、クロニクルという独立の機関紙とは全く性格の異なることが魅力

となって欲しい訳ですから、編集諸氏の勇気ある自由さを期待します。

ともかく続けて10号辺りまで揃ったところを並べ眺めてみたいものです。

取り敢えず、こちらも生き延びて。

事務所委員　今井信吾
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独立美術協会小史
【誕生-初期】（1930-1959）

1930年 11月１日、清水登之（43歳）、鈴木保徳（39歳）、川口軌外（38歳）、
小島善太郎（38歳）、児島善三郎（37歳）、中山巍（37歳）、鈴木亜夫（36歳）、
里見勝蔵（35歳）、高畠達四郎（35歳）、林重義（34歳）、伊藤廉（32歳）、林武（32
歳）、福沢一郎（32歳）、三岸好太郎（28歳） という14名の気鋭の画家たちが独
立美術協会を設立し、翌年１月には東京府美術館で「第１回独立展」を開催した。
初期段階で野口弥太郎、須田國太郎、小林和作、海老原喜之助、鳥海青児らが
会員として迎えられる。
第１回展は3,058点、第２回展4,853点、第３回展では5,000点を超える搬入
点数があったと記録されており、他の団体を超える「熱狂的な支持」を得ていた
ことが分かる。
この期に独立は近代史に輝く画家集団として確固たる地位を築き、「独立」は俳
句の「季語」になった。

【中期】（1960-1984）

現在の洋画壇でも中心的な活躍を続けている会員が、この頃に新会員となって注
目を集め始めた。画壇の芥川賞といわれた安井賞展には、独立所属の画家が多
く入選・受賞した。その他昭和会展、安田火災美術財団奨励賞展など多くのコンクー
ルや芸術賞で受賞してきた。また文化庁芸術家在外研修員として選出された画家
も多く、活躍が続く。

【現在】（1985-）

独立展以外の活動では、この期も様々なコンクールで受賞したり、文化庁芸術家
在外研修員に選ばれる独立所属画家の輩出が続く。また、毎年６月を中心に銀
座界隈の画廊で独立展出品者の展覧会が頻繁に開催され、美術界の話題になっ
ている。
一方独立展内部の作品には、抽象作品だけでなく具象作品にも半立体的な作品
が現れたり、写実的な傾向の作品やコンピュータを利用した作品も増えて表現が
より多様化して行った。
独立展は、こうした新しく生まれようとする優れた才能には時を選ばず評価してきた。
また「審査することは、同時に審査されること」という自覚を持って運営し、現在に
いたる。
批評家・学芸員・会員によるギャラリートークも好評を博している。



私のターニングポイント  絹谷幸二

今回の独立ノート４号のゲストは、絹谷
幸二先生です。現在、天満屋創業185
周年記念展『輝く日本文化のシンボル』
絹谷幸二展（広島店７/23～７/28を皮
切りに、全国４会場にて）を開催されて
います。

インタビュア：この度は、大変お忙しい中、独立ノート４号掲載
「私のターニングポイント」の取材にお時間を割いて頂きまし
てありがとうございます。
絹谷：よろしくお願いします。さて、私が独立展に初めて出し
たのは高校１年生の時でした。F100号３点でしたが、キャン
バスもドンゴロスを買ってきて自分で作りました。その当時は
壁派というのが運動としてあり、抽象画が非常に勢いのある時
でしたね。惜しくも落選しましたが、それから満を持して大学
院１年生の時に再度出品しました。
当時、ゴッホ展が京都近代美術館で開かれたりしておりましたが、
独立という会派は進取の気性に満ちていて、新しい芸術に挑戦
しているというイメージがありました。当時『みずゑ』に海老
原喜之助先生の雷の絵や、鳥海青児先生のメキシコの石を担
ぐ人の絵、林武先生の梳る女の絵などが紹介されており、大
変感動しました。そして出すなら独立だと考えるようになりまし
た。そして、もう一つのポイントは、私は奈良の生まれでした
ので、子供のころから、東大寺の戒壇院の広目天、新薬師寺
の十二神将など、寺の中にキャンバスを持ち込んで絵が描けま
した。非常に恵まれていたと言えます。子供の頃から素晴らし
い芸術に接していたため、ヨーロッパに留学してミロの《ヴィー
ナス》や《サモトラケのニケ》などの作品を見ても、なんら怯
えることなく、のぼせることもなく地に足をつけて勉強出来まし
た。幸運だったと思います。
ところで、芸大学部の間は公募展に出展できないという規定が
あり、独立展に出品したくても出せませんでした。卒業制作で
大橋賞を受賞し、大学院１年生の時にその勢いで独立に作品
を出品して独立賞を受賞しました。次の年、大学院２年生の
時に独立賞を頂き、初入選から３年目（副手の１年目）で会
員推挙されました。高校１年生から７年位悶々としていました
から、ただポッと初出品したわけではありません。当時は針生
鎮朗先生、松本英一郎先生ら、猛者達が独立の先輩としてお
られましたので、色々と薫陶を受けました。独立では、絵だけ
ではなく、野球をやったり、魚釣りにも良く行きました。芸術
の話と共に、人生の楽しい話を沢山して頂きました。しかし、
私達の時代は一方安保の時代でしたので、国の将来などを色々
考えながら生活していました。時代に翻弄されながらも、絵描
きは絵を描くのが本分だと考えていましたので、そういうところ
に時間を奪われることなく、いつも絵のことを考えて独立展を
中心に人生が回っていました。又、坂本善三先生から「独立
を背負って立て」「君しか無い」と言われ、頑張ろうという気持
ちになりました。
明治以来、洋画においてはヨーロッパの絵画に触れて、近代化
を成し遂げる意志によって日本画に対抗する姿勢がありました。

又、その一方では、戦中、戦後は、ヨーロッパの絵画ではなく、
日本の油画を打ち立てなければならないという使命感がありま
した。私と他の絵描きさんとの少しの違いは、奈良で生まれた
ことにあります。倭は国のまほろばと言われるだけに、大変深
い思索と哲学があります。日本の根幹を作った所に生まれたか
らか、私１人だけの幸せ以上に「森羅万象を見つめる目を持て」
と仏様や神様が教えてくれたように思います。国のことも経済
のことも地学のことも人生のことも、森羅万象から人間を見つめ、
社会を見つめるという、そういう眼を育むことが出来たと思います。
小学校で受けた絵の教育は良かったですね。今の子供たちは
放課後すぐ家に帰って塾へ行ったりゲームをしたりしていますが、
当時は放課後には図画の先生のアトリエへ行って、そこで絵を
描いていました。小学校の時も《ラオコーン》を見たり、先生
の制作する姿を眺めていたわけです。小学生でそうでしたから、
大学へ進学する時期に大阪の天王寺美術館の地下の美術研究
所に通いましたが、石膏像がだんだんと難しくなっていっても
何の恐怖感もありませんでした。最初は京都芸大に行こうと思っ
ていたのですが、京都芸大の作品の傾向は非常に調子のきれ
いな絵で、紙に当たる手の圧力をとても柔らかくするんですね。
そういうところがちょっと自分には向かないなと感じました。つ
まり独立展には向かないという気がしたわけです。独立展の絵
はもっとぐいぐい描いており、彫刻科のデッサンのような、キャ
ンバスに当たる圧力が非常に強いものに憧れていました。芸大
では、神戸生まれの小磯良平先生に学んだのですが、私は小
磯先生の様にしゃれた生き方をしていると皆から誤解されてい
るようなのですが、意外と無骨で、聞き入れないところは聞き
入れません。色んな先生の話を聞き入れると自分の絵を創造す
ることは出来ません。３年で会員になったので、相当要領がい
い人だとも思われていますが、その前に７年間という、蝉で言
えば地面の中で這いつくばっていた時間がたっぷりありました。
ですから準備期間は凄く長かったということです。
学生時代、島村三七雄先生に連れて行ってもらったと記憶して
いるのですが、丸の内のギャラリーで目にしたフレスコ画を描
くブルーノ・サエッティという作家の絵に非常に感動しました。
副手が終わって、留学前にそのサエッティ先生が芸大に教えに
来られました。これが僕の運命的な出会いでした。私がイタリ
ア留学の相談をしましたら、先生が「是非来い」と言われてイ
タリアへ招聘されました。イタリアのヴェネチア・アカデミアと
いう所です。ここで３年間先生について勉強していくのですが、
壁画科というのはいわゆる３Kの仕事で、砂を使い、左官をし、
どろどろの重たい仕事で、手も汚れるし、石灰で肌も荒れます
しね。私は鈍重でしたね。当時はフランスやアメリカに行く時代、
コンテンポラリーな時代に、フレスコ画、アフレスコと言いま
すが、古代の壁画を自分も描き、古い模写もし、当時の画法

で絵を描くということ
は、よっぽど変わっ
ていないと出来ませ
んね。何百年も前の
忘れ去られた技法で
すから。しかし、本
当に新しいものは古
いところにあるという
真理があります。そ
ういうものはインス

タントではないんですよ。アルタミラの世界やエジプトの絵画
に繋がっていますからね。非常に深いものがあるんですよ。技
法的にも精神的にも材料的にもね。しかし、そういうものを古
典として学ぶというようなことを私はしません。なぜなら、私
は現代に生きていますから。修復家の研究所や高松塚古墳の
調査員なり、色々としてはいるのですが、修復の勉強の場合
は科学者がすることです。それを私がやると、その人たちの仕
事を奪うことになってしまいます。ですからしません。模写の
勉強などもしましたが、創作者は模写も修復もほんの少しだけ
知っていればいいのです。修復の仕事はお金にもなります。又、
模写などは、ハマるんですよ。そういう甘い罠は避けて歩かな
いといけません。

又、学校で教えると
いうこと自体、時間
が奪われることです
から、注意しなけれ
ばなりません。教育
者と創作者とは相容
れない所があります
が、私の場合は、文
化庁と芸術院の子供
アート・アカデミー
の活動で年間20数

校日本全国回って子供たちに絵を教えています。学校の先生も
していますが、それは長い歴史の中で、私だけでなく色々な
人が絵を描くことで文化芸術が広範囲に広がっていくことを願っ
ているからです。もっと言えば、芸術文化が栄えている都市に
爆弾は落ちないということです。パリがそうでした。奈良、京
都、金沢もそうでした。ベトナムのホーチミン市にも爆撃はあ
りませんでした。つまり人間が創ったものを壊すということは
なかなか出来な
いということです。
芸術は核を抑止
する効果もある
ということです。
そして又、子供
たちに絵を教え
るということは、
将来、子供たち
がどんな方向に
進もうとも「絵
を描いた時は楽しかったな」ということが頭に残ればいいかな
と思っています。又、その他に、例えば東京を不燃化したいと
いう思いがあります。「日本を」と言いたいところですが。私
は壁画家ですから、石灰岩（つまりセメント）を扱っています。
日本は木の国です。関東大震災のような大きな震災が訪れると、
地震の後の火事が怖いですから、東京を不燃化した街づくりを
しないといけません。そのため日本強靭化総合研究所代表と
して今年、日本強靭化法という法律を３本通しました。又、近々
では、３.11の時に慌てて外に出ましたが、電柱が倒れてくる
可能性に恐怖しました。電柱が倒れれば消防車などが通れま
せん。今、私は無電柱化委員長として電柱をなくそうとしてい
ます。共同で行っていることですから、事務所のように常に私
が張り付いている必要も無く、殆ど時間は奪われません。必要

な時に、人に指示を出して
執行すればいいわけですか
ら。
絵を描くということは存在を
つくる、時間をつくるという
ことですね。時間は増えも
するし減りもします。さぼっ
ていたら時間は減ります。私
が終始心がけていることは、
絵描きや歌を歌う人、踊る
人、詩を書く人、つまり世間
的には遊びだと思われている
ことをする人は貴族だという
ことです。そういうことが出来なくなるほどアルバイトをしては
いけない。学校の先生も大切ですが、絵を描く力が30%位で
300%やれる人は、そういう時間を作ってもいいでしょうね。独
立展の出品者の中にも、何年も何年も同じような絵を描いて
いる人がいますよね。そういう人は質的な時間が多岐に渡って
いない、つまり自分の絵を模写しているように見えます。独立
展の場合は進取の気性に満ち、挑戦している絵でないといけ
ません。新規な時間が生み出されていないということは存在が
ないということです。絵描きがそのような姿勢に陥ってしまうと、
国自体がそうなっていきます。なぜなら、絵描きはあらゆる分
野で船の舳先のような存在だからです。そういう使命があります。
近年それが忘れられているように感じます。そうするとマンネ
リになってしまいます。どのような絵を描いてもよいのですが、
挑戦する姿勢をわすれてしまうと独立展は衰退してしまいます。
ただ、絵を描くことは楽しいことです。絵も描けない、歌も歌
えない、詩も作れないという人は勉強をして大学に行き、就職
して人のために一生懸命勤めなければいけません。
それと最後になりますが、引きこもりをおそれてはいけません。
引きこもりとは絵描きにとって最高のことです。引きこもらなけ
れば絵は描けません。またニートという言葉がありますね。親
にお金を出してもらって絵が描けるなんて、条件としては最高
じゃないでしょうか。世間で悪いと言われていることは絵描き
にとっては良いことになります。そういうチャンスがあればです
が。どのような状況にあっても、描くのが苦しくても、その苦
しさを楽しまなくてはなりません。絵が売れる、売れないはそ
の時の運ですから、そんなことを気にしてはいけません。それ
を気にしてしまえば絵描き屋になってしまいます。画商のおもちゃ
になります。開き直らなければなりません。独立の将来が楽し
みです。画友の皆さんのご健闘を祈ります。 

諧音の跡　1967年　150.0×200.0㎝

祝・飛龍不二法門　2013年　259.9×218.2㎝　第81回独立展

銀嶺の女神（長野冬季五輪ポスター原画）
 1997年　91.0×72.8㎝

アンセルモ氏の肖像　1973年　81.0×100.0㎝

アンジェラと蒼い空Ⅱ　1976年　193.9×259.1㎝



１．美術を志したきっかけは？
美術を志したとまで言えないのでしょうが、絵を褒められ気
をよくして得意科目になったのがきっかけです。絵に興味
を持ちはじめたのは小学４年生の担任I先生に出会えたこ
とに始まると思います。子供心をつかむ術が素晴らしく指
導力量のある先生でした。
音楽も好きでしたが大学は美術系に進路を決め、そのため
の準備はしたものの受験に失敗、折しも70年安保闘争の真っ
ただ中という時代でしたので親からは浪人という選択肢を
与えて貰えず、後で思えばそれもバネになっていたのかも
しれません。強い意志を前には出しませんでしたが、いつ
か独自の世界観を持って絵画したいと願っていました。諸
事情により独立展への出品は遅くなりましたが現在に至って
います。

２．独立展に出品した理由、メリットは？
独立展は、短大同期
生の張忠儀氏をはじ
め数名が学生時代か
ら出品されていたこ
ともあって何度か観
に行きましたが、絵
のジャンルを問わず
とにかくパワーが凄
い！と圧倒されていま
した。その頃から「い
つか独立展！」と思っ

ておりましたが、出品できたのは何年も経ってからでした。
張先生は第45回展で早 と々会員となった雲の上の人ですが、
私の初入選した会場での再会は嬉しく、ここから何処まで
できるだろうと思ったものでした。私にとってのメリットは
大きな画面に立ち向かえる喜びと言いましたら「何を今さら！」
と笑われそうですが、自身の存在を問いかける上でラジカ
ルな絵画空間を、独立展の先生方・諸先輩と同じフィール
ドに展示して戴けるのが有り難いです。そして長年出品す
るうちに知遇を得た絵のお仲間は私の宝ものです。

３．美術活動を始めてから現在までどんな変化がありましたか？
（大学を卒業後、制作の変化、経済面など）
幾度目かの転居で倉敷市に居住の頃、現代美術との出会い
がありました。作品を直かに観ることで図録では感じること
が出来ない作品との交歓が、それまでの制作を転換させるきっ
かけとなったのは、丸亀など瀬戸内の美術館にて度々開催さ
れていた現代美術系の展覧会でした。その頃は転居したば
かりで環境はリセット状態、まさに転換期だったのでしょう。
私の中に、その企画展で観たタピエスが熱を伴って入り込み、
現在の制作に繋がってゆく素材との出会いもこの頃でした。
制作の変化は心情の変化とも連動します。当時は、両親介
護の閉塞感を見つめ、そのカオスから渾然となるステップ
を問いかける日々でした。作品のフォルムが何故カタマリ
なのかと時々訊ねられますが、介護のなかで強烈に焼き付
いている或る形にほかならず、それも転換点となる要因で
した。両親を見送ってから十年が経ちますが、今では視点
を変えてDialogueを仕掛けています。

４．影響された作品・作家はいますか？
子供の頃からマティスの感覚が好きでした。学生時代に読
んだ野間宏「暗い絵」からブリューゲル、ボッスに衝撃を
受け、80年代にはキーファー、クッキ、クレメンテ、そして
タピエス との出会い。最近の旅からは改めて、ピエロ・デッ
ラ・フランチエスカ、フラ･アンジェリコの魅力、ポリフォニー
が聞こえるような空気感を再認識しています。等伯、宗達、
蕭白。それぞれ影響されたというよりも作品からエネルギー
を貰ったと言うべきかも知れません。

５．将来像、今後の希望等を聞かせてください。
最近はよく旅をします。異文化の熱気あふれる街も興味深
いですが、淡々と暮らす美しい田舎町、美術・博物館巡り、
とりわけ古代遺跡などを歩いてヒトの営みの痕跡に触れる
とき、時空を跳んで現在の自分の立ち位置を想います。思
い掛けない景観、存在感のある不思議な形態に出会えるこ
とも楽しみになっています。
今後の希望は特にありませんが、機会ありましたらまた旅
に出かけたいと思っています。作品とは、体質もにじみ出
る自画像でありますから、対峙して客観的に追い込みなが
ら今後も制作を続け、独立展の壁面に立ち向かって参ります。
さて、あと何枚200号が画けるのでしょう。 

１．美術を志したきっかけ？
両親が絵を観るのが好
きで、幼児期の頃から
デパートの企画展など
に連れて行ってもらい
ました。
本棚にあった画集を眺
めたりもしましたが自
分で描くとなると、そ
の頃昭和40年代はもっ
ぱら新幹線ひかり号と
か怪獣とか…夢中に
なって鉛筆やクレヨンで遊んでいましたね。
高度経済成長期の恵まれた世代だと思います。空から爆弾
が降ってくることもないですし食べ物にも困りませんでしたし。
御近所に二科会の先生が絵画教室を開いておられたので通っ
ていました。「絵描きさんって良いなあ」は先生の影響が
大です。その後も予備校で描いた作品など見て頂き、貴重
なアドバイスをたくさん受けました。

２．独立展に出品した理由、メリットは？
大学で独立の先生に指導を受けている中で「公募展って良
いなあ」の気持が盛り上がって卒業制作を先生には内緒で
独立に出して何とか入選しました。後から先生に「出すな
ら一言いいなさい」と怒られましたね。その後、他大の大
学院に行った折にも独立の先生の教室でしたので本当にどっ
ぷり独立です。同世代の出品者でクループ展をしたり意見
交換したりと、今も親しい友人は独立関係ばかりです。元
気で活発な団体で作家意識～モチベーションも高いので本
当に勉強させてもらっています。

３．美術活動を始めてから現在までどんな変化がありましたか？
（大学卒業後、制作の変化、経済面など）

大学院修了後から都内の中高一貫校で講師をしています。
独立の先輩にカルチャーや大学の講師も紹介して頂き何と
か描き続けることが出来、自分は恵まれている方だと思い
ます。大学院の頃ですが86年のチェルノブイリの原発事故
には衝撃を受けました。目に見えない放射性物質の恐怖、
当事国の隠蔽体質など、その頃盛んにマスメディアでとり
あげていましたが自分でも調べて行くうちに描かざるを得
ないといいますか、花鳥描いても放射能が‥と方向転換さ
せられました。今でもそれが根底にあるのですが震災の折
の原発事故以降、この国も同じ過ちを犯していることに怖さ
と怒りを感じます。

４．影響された作品、作家はいますか？
絵画とは別に映画が好きでしたので、中学の時に観た「ロー
マの休日」と「ベン・ハー」には影響と言いますか憧れが
ありました。両作品ともウィリアム・ワイラー監督で舞台や
撮影場所がローマです。自分のローマ好きはこの頃から刷
り込まれているようです。最近は義父母の演劇を間近で観
る機会も多いので舞台の面白さ、奥深さに目覚めました。
もちろん独立の先輩方の作品は安井賞などでも輝いていま
したので大きな影響を受けました。
ダ・ビンチやラファエロ、ラファエル前派の何人かの作家、
ブーグローなど写実を超えた域の仕事にはいつも感化され
ています。

５．将来像、今後の希望等を聞かせてください。
恩師の言葉に「絵（芸術）は世界を変えられる」という名
言があります。正にそう、そうあるべきと信じています。宗教、
民族の違いで紛争になるのは辛いことです。経済優先の大
きな力に押し流されないようにしっかりと見極めなければな
らないことだらけ、の世の中ですが、芸術に携わる人間が
提示出来る価値観、理想の姿がある筈です。自分がヨーロッ
パの教会などで感じた、歴史や経緯とは別に「良いものは
共有出来る」「つながってる」という素直な感動もそれと同
義です。教職の現場で見る子供達の目の輝き、興味の対象
は今も昔も何ら変わっていることはありません。大人が子供
を育む、子供は消費者ではない、真の豊かさを目指すとい
うことを念頭に教育現場でもアトリエでも頑張ろうと思います。
 

1951 静岡県に生まれる
1971 奈良芸術短期大学卒業
1985 第53回独立展出品（以降毎年）
1993 個展、銀座スルガ台画廊（'97、'01、04）
1996 個展、ELPATIOクラシキ
1997 関西独立展、関西独立賞受賞（'01）
1998 個展、ギャラリーＫ／倉敷
2001 第69回独立展　新人賞受賞
2002 上野の森美術館大賞展
 第70回独立展　奨励賞受賞
2003 第71回独立展　高畠賞受賞
2004 第72回独立展　独立賞受賞
2005 第73回独立展　会員推挙
2009 個展、ギャラリー風 /銀座
2010 「輝け 独立美術」／日本橋三越（'11、'12）
 その他、グループ展多数

1959 東京都に生まれる
1983 第51回独立展入選（東京都美術館・以後毎年）
1984 日本大学芸術学部卒業
1985 個展（みゆき画廊）
1986 第54回独立展　新人賞
1988 多摩美術大学大学院美術研究科修了
 第56回独立展　奨励賞（'97、'99、'01）
1990 第58回独立展　独立賞
1991 第59回独立展　中山賞
1992 第２回前田寛治大賞展（'95／日本橋高島屋、倉吉博物館）
1994 個展（池袋西武）
1997 第３回美の予感展（日本橋高島屋他）
1998 多摩秀作美術展　佳作賞（青梅市立美術館）
2001 新世紀を開く美（日本橋高島屋他）
2002 第70回独立展　会員推挙
2006 SENSATION vol.1（'07、'08、'10／日本橋高島屋）
2010 個展（銀座ギャラリー・ムサシ）
2012 独立展80周年記念展（日本橋三越）
2014 個展（ギャラリー・セイコウドウ）
 その他、個展、グループ展多数

このひとに聞く（1）　津川めぐ美 このひとに聞く（2）　松原　潤

アウトテイク　162×162㎝　1991年

introduction Ⅳ（回帰）　162×162㎝　1984年

La Speranza～祈りの譜　194×259㎝　2013年Dialogue～空について～　194×259㎝　2011年



●独立は色々な先生が親切で居心地の良い場所。様々なジャンルの作品が観れて刺激になる。又、飲み会がたくさんあって遅くまで付き合ってくれる会員の先生が大勢いてとても楽しい。 （宮地 明人・東京銀座画廊）

●独立大学。勉強の場。それぞれ自

由な独特な作風があり、自分は合

わないと言われつつも自分の絵柄

を追求していきたと思った。独立

は鍛えられる。独立が大好き。

 （岡林 まち子・三重県）

今年も独立展に先立って、会員・準会員・会友・一般出品者多数が東京都内始め、

全国各所で展覧会を開催されました。制作活動からにじみだされる言葉はどれも説得力があ

りますね。その作家の人となりを知るヒントとして、お読みいただければ幸いです。

●あーまた違うモチーフで描いてし

まった。やっぱり浮気性かな！昆

虫・面・猫・女性・滝・冨士山・

花鳥画・蛇・馬・魚介…まだ描い

てないものないかな？

 （伊藤 清和・画廊 宮坂）

●ステッドラー、ファ－バーカステル、カランダッシュなども使いますが、人物の鉛筆デッサンでは、ハイユニやトンボMONO100を中心に使用。やや、日本製の鉛筆は軟らかい印象で、濃い色は出しやすい。 （中村 光幸・香川県）

は

し

●天井が高いと色々な事を考えるには視野が広がって良い！…と建物メーカーのコマーシャルで言っていた。良かった！狭～いけれど、天井が高いアトリエを造って！…あとは絵を頑張るだけ！…そこが肝心！ 
（早矢仕 素子・東京）

●ステ

●夜は9時には寝る。そして朝は
4

時頃には起きている。夜に制作し

てあまり上手く行った覚えがなく、

朝制作する方が性に合っているら

しい。夜考える事と朝考える事は

全く違うからだと思う。

 （Ｉ.Ｍ・京都府）

●座右の銘…一生勉強  です。自分に「まだまだ！」と言い聞かせて生きていますが、絡まってる皆様、関わっちゃってる皆様、まだまだこれから長きに渡ってお願いします。 （青山 美穂・ギャラリー向日葵）

●制作において身体活動から直覚
的に掘り込んでいる。練習は波の
強弱をもたせ毎日行い感覚を大事
にしている。夏は天空まで滝が続
くような沢をよじ登ることもあり、
ドラマチックだ。
 （飯村 優介・神奈川県）

●

由

わ

を

はは

 

覚
●独立

とは、作
家とし

ての「気
合」

と「根性
」を学

ぶ場で
もある

と思

います
。厳し

い講評
を頂け

ば頂く

ほど僕
は燃え

てきま
す。もし

かし

たらただ
のドMか

もしれま
せんが・

笑）

 
（石川 

総一郎・
埼玉県）

●５回目の個展でした。回を重ねてもモチーフが変わっても根本的な問題点が解消されていない事が判明！愕然としていたら試作が足りないから同じ事を繰り返し抜け出せない、と助言を頂き納得してしまった！？ 
（片山 紘子・櫟画廊）

●

題

愕

ら

と

●最近、京都を
俯瞰で描いてい

るの

ですが、その取
材を兼ねて空中

散策。

八尾空港からヘ
リコプターをチ

ャー

ターして京都
上空をまわっ

ていた

だきました。

 
（坂田 幸雅・

京都府）

 

●関西の人間なの
で普段は関東

とのつながりが少
ない。第一線

で活躍してる先生
方とお会いし

てお話が出来るの
で見識が広が

り、自分のやってい
くことがはっ

きり見えてくる。

 （土井 久幸・東京
銀座画廊）

●制作において身体活動

●勉強の場。よく夢を観る。怖い夢などイメージして半抽象を表現している。 （遠山 隆義・北海道）

●20年前に佐原先生に会い、そ
こから私の人生が変わり佐原先
生のご指導のもとに準会員にさ
せていただき本当に感謝してい
ます。今年からモチーフも変え
たので新たに頑張っていきたい。
 

（野崎 廣・あかね画廊）

）

生

せ

ま

たた

●第25回展の初入
選が30号の

人物画。札幌の教
員に就職決

定した昔である。
以後入落を

繰り返し、65年間
の月日は流

れた。巨大な独立
の力強さに

やっと対応して、
来年は米寿

になる。絵の深さ
広さ強さと

魔物に引かされて
。

 （米谷 哲夫・時計
台ギャラリー）

●

●毎回みなさんの熱気あふれる作品を見る度、日々の仕事に忙殺されながらも必死に絵筆をとっているのは自分だけではないんだと思い、また地元に戻ってからの制作に励むパワーをいただいています。 （河合 規仁・東京銀座画廊）

 （土井久

●
●名古屋在住、山田俊彦、生まれも育ちも名古屋。出品してからいつも思い感じていることですが、名古屋からの出品者は自分一人だけなのです。大いなる田舎なるゆえんか？そんなことは洒落にもなりません。  （山田 俊彦・愛知県）

●絵を描くという事は「業」だ
と思っています。絵画には自
分の生き方が出ると思う。描
くことで今の自分はこうなん
だと気がつかされ出来上がっ
た作品を観てハッとする。真
の自分を見つけることができる。
 （Ｔ.Ｙ・神奈川県）

県

 

●網膜剥離の手術
の後、今

度は盲腸で入院し
てしまい

ました。いろいろ
今年はあ

るようですが、個
展の時に

は大丈夫でしたの
で運がい

いのかも知れませ
ん。

 （Ｍ.Ｍ・兵庫県）

●個展は体には悪
いが頭にはいい。

若い頃はこのやり
方で天下が取れ

るかと考えながら
制作していた。

 （Ｓ.Ｉ・神奈川県
）

●

は

メ

たた

ががが

絵

●出来上がり間際
って、ふと、これ

でイイのか？って
頭を過りません？

そういう時は思い
切り大きな声でバ

カボンを唱います
。

♪これで～いいの
だ～これで～いい

のだ～

 （大久保 宏美・神
奈川県）

●

ハ

心

はは

し

●天井

●

●

●学びの場。賞とかはど
うでもよく

技術を盗んで盗んで盗
みまくる場

所。そして学んで学んで
外に出す。

 （高松 和樹・宮城県）

●●

にに

生生

関関関

こここ

  

しての
「気合」」

い

）
●自然が作り出し

た造形物にハッと
す

ることがある。例
えば、流木。波や

風

雨にさらされ、虫
に喰われ、長い旅

を

経て出会うことが
できた奇跡。イマ

ジ

ネーションを刺激
し、私を制作へと

駆

り立てるのだ。

 
（阿部 龍一・岩手

県）

に

物

●座右●座右●●

●現代美術にはそれを
読み解く文

脈が必要といわれている
。世の中

の出来事もきっとある種
の文脈の

上に可視化されている
のだろう。

でも七転八倒、右往左往の
毎日。「私

は嘘つきだ」と本質を隠
しながら

過ごしている今日。もっ
と勉強せ

ねば…。 （安藤 和也
・北海道）

●伊東茂広先生より「隠し釘」と
い

うのを教えていただいてから、パネ

ル作りが楽しくなりました！　うま

く出来るといい絵が描けそう…！？

 （東田 理佐・REIJINSYAギャラリー
）

●●独立●独立●独立は色々は色々な先

●カンヴァスF130・
S100・

F100 の３枚、袋張り
した。

久しぶりにまとめて張
ったら

草臥れました。雑用に
追われ

ていましたが、やっと
着手で

きるという思いがあっ
たせい

か、やはりうれしい。

 （吉岡 友次郎・神奈川
県）

画廊）

●社会人になって急に絵を描きた

くなった。損保会社のお客様に

絵描きさんが。思い切って生徒に。

県展からなんと独立出品。高校

までバレーボールしてた自分が

もうすっかり文化部。

 （佐藤 めぐみ・秋田県）

 

●カンヴァスF130・
S10000100・・・

●今更に、モノを作るって結構なプレッシャーと戦うんだなぁと、今回の東京個展で特に思いました。 （田中 孝林・櫟画廊）

●●20年

●東京国立博物館・東洋館の

「上海博物館 中国絵画の至宝」

展で見た王淵、王蒙、すごい

ですねぇ。元時代の絵画。そ

れに、郭熙も。やっぱ、玉壁

いい。勉強になりました。

 （山田 啓貴・東京）

心心

ル

（佐藤 めぐみ 秋田県） 

●犬と猫が居て一番の年長が17歳。冬に体調を崩しダメかと思ったんだけど介抱したら蘇り。この夏は熱中症にならないように２時間ごとに水をやり扇風機をあてて機嫌よう乗り切り。今の調子だと制作や上京にも影響なさそう。
 （藤田 敏美・大阪府）●

地関西の人間なので
普段は関東関東東関東

●●●●

●●

FF

久

草

て

き

か

 

●
●歌を歌う事と絵を描く事は共に体力勝負です。お互いが良い相乗効果を生んでくれているようです。最近年齢的につらくなってきたのですが、体力の続く限りは頑張っていきたいと思ってます。 （内藤 千鶴子・京都府）

●

 

でもよく

●かなり山奥の古民家の蔵で個展を
開催した。好きな色の集まり、形、
質感、季節の中に作品を置いてみ
たいとの想いがあった。街中の画
廊とは異なり、展示はインスタレー
ションに変貌。お陰で「抽象の説明」
をせずに済んだ。山里は最先端！
とわがままに呟いた。
 （北島 治樹・ギャラリー安政）

上がり間際って
ふと ここと、これれれれ

を

と

 ●影をずっと描いてきた。光を描こうとした頃、光画廊と出会った。運命的な出会い。
 （田井 淳・石川県）

★制作していると、いろ

んな思いや考えが心に浮

かびますよね。いろいろ

な生の声をまた送ってネ。

おまちしてま～す。

のの手手手

生勉勉強強

とかとか

悪い

ノを

モチモチモチモチモチ

先先生生

身身身身身

初入初入初入初入初入

るる

俯瞰俯瞰俯瞰俯瞰俯瞰

強のの

たた

作家と家家

より

博物物

の熱熱

スススFF

番番のの

て急て急

先生生がが先生

したた造造

フフ

っ際っ

色々々々

れれををを

ののなのの

いう事う

よくよく

山田山田

どっくんです。

皆さん実感こもっ
てるな～

あか

作

りっちゃんです。

制作の参考になりま～す。

またよろしくネ。

ろ

浮

ろ

。

す。

を絵を描

民民家家

いて



制
作
の
た
め
に
大
事
に
し
て
い
る
工
夫
や
技
術
、
独
立

の
作
家
達
か
ら
そ
ん
な
「
秘
技
」
を
こ
っ
そ
り
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ここ数年の独立展では、東京学芸大学と東北芸術工科大学
の学生と卒業生の活躍が目立つようになってきました。そこで、
両大学の指導者の方に大学の様子をお聞きしました。

・東京学芸大学名誉教授　金子　　亨 先生
・東北芸術工科大学教授　山田　修市 先生（敬称以下略）

――大学での実技の授業はどうなっているのでしょうか？
【金子】学芸大は教育学
部のため、たとえ洋画研
究室に所属する学生で
あっても、教員免許取得
のための授業をたくさん
受講しなくてはなりませ
ん。将来、小・中・高等
学校の教員として図工、
美術を教えるためには美
術に関する広い見識と実
技力が必要ですので、実
技に関してだけでも、絵
画の授業の他に彫刻もデザインも学ばなくてはなりません。
授業として洋画制作をする時間は多くはないですが、「造形
美術演習」（90分×１コマ）という授業では１～３年生の
学生が同じ時間帯に作品制作をおこなっており、学生達は
互いに刺激しあい、講義の空き時間や夏休み等に30号～
100号の授業課題に取り組んでいます。

【山田】洋画コースの学
生は、１年次に週３日
90 分 ×２コ マ、２～４
年次は週４日90 ×２コ
マの実技の授業が確保さ
れています。その中で版
画、塑像、写真等、様々
な授業を受けています。
３年次に４週間で100点
以上のドローイング制作
から、プレゼンをおこな
う課題を経て、まとめと
して100号程度の大作制作をおこないます。４年次ではこ
れまで培ってきた自己のテーマ、表現方法を総動員して作
品制作をおこなっていきます。卒業制作作品の大きさは展
示可能であれば制限はありません。毎年幅６メートルを超
える作品を制作する学生が何人かおります。大作を全力で
描き上げることで人間的にも成長し、表現力も格段につき
ます。

――学生の学外での活動はどのような状況でしょうか？また、
それに対してどういう指導をされているのでしょうか？

【金子】図画工作、美術・
工芸の授業で求められて
いるものは、美術の専門
教育というより美術による
教育です。しかし、図画
工作科教育法・美術科教
育法の学びを強化するに
は、美術本体の歴史、材
料・技法等の教材論を含
めた深い知見がなければ
知識・方法論だけの浅い
ものになってしまいます。

ですから、学外の美術展に出品し、自ら創造する行為を実
体験しながら学ぶことを奨励しています。洋画研究室の学
生は、指導者が独立会員ということもありましたが、昨年
度の活動は独立展（27名）が多く、次に女流画家協会展（11
名）です。また、その他の公募展・コンクール展等に出品
し入選・受賞をしました。

【山田】大学が山形にあることから、美術の世界と接する
機会が少ないということは否めませんが、自分自身をしっ
かり見つめて落ち着いて制作をすることが出来る環境であ
り、独自の表現を模索しながら身につけていくよい時間空
間でもあります。その４年間の成果として、美術科全体で
東京都美術館においての卒業制作選抜展をおこない、美術
関係者や画廊関係者と接する機会を設け、自分と社会との
関係を意識させる指導をしています。そんな中、多くの学
生はコンクールに出品しており、昨年はシェル賞展で２席、
VOCA展では大賞を受賞する学生も出てきています。公募
団体展へは、芸工大も同様、指導者が独立と二紀というこ
とからかこの二つが多く、合わせて15名の学生が昨年出品
しました。

――最後に、独立で頑張っている卒業生をご紹介ください。
【金子】最近の卒業・修了者では、準会員の児玉沙矢華と
白藤さえ子が頑張ってくれています。彼女らの存在が在校
生に良い刺激を与えているのではないでしょうか。

【山田】一番目立って
いるのは昨年会員に
なった、高松和樹で
すね。あと、学部３
年生で新人賞を受賞
した石原由惟がいま
す。この勢いに後輩た
ちが続いていくことを
願っています。 

出品者急増の大学から

児玉沙矢華「微睡む嘘」

石原由惟「内－Ⅰ」

白藤さえ子「狂喜の、歌声」

高松和樹「ヨリドコロ」
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伊藤　廉　いとう れん（きよし） 1898-1983
愛知県出身。父は医師。本郷絵画研究所。
東京美校卒。1927-'30年､ 渡仏。ルオー
に師事。二科賞受賞。'37-'73年､ 国画会
会員。東京芸術大学，愛知芸術大学教授。
名古屋で肺炎により死去（84歳）。

■現･愛知県立旭丘高校で、文学，美術にめざめる。一
級上に、佐分真がいた。小説家･菊池寛とも交友を持つ。
■佐分は、敷地400坪にアトリエ（東京都北区）を建てた
光風会会員で、39歳で縊死。芸大講師の伊藤がここに住
む。■50代前半の２年間、生死の境をさまよう大病で入院。
その費用は、著書『絵の話』の収入が助けとなった。■芸
大『伊藤教室』出身者は、笠井誠一，中村清治，佐々木豊，
島田章三，柏健，森本草介，安徳瑛などがいる。

高畠達四郎　たかばた けたつしろう 1895-1976
東京都神田出身。家業は雑穀問屋。慶應大
中退。本郷洋画研究所。1921年､ 渡仏。
国画会会友を辞す。毎日美術賞，旭日中綬
章受賞。東京芸術大学講師，武蔵野美術大
学教授。心筋梗塞で死去（80歳）。

■小学校の同窓に美術評論家の福島繁太郎，岩崎彦弥太
（三菱創業者の弥太郎の孫）らが、中･高校の先輩には
永井荷風，藤田嗣治，岸田劉生らがいた。■藤田嗣治
は自分の死の半月前、療養先のスイスから電話して来て、
最後の別れを告げた。■谷崎潤一郎や白洲正子と親交。
荷風には結局会えなかったが、今は伝通院にお互いの墓
所がある。■林武，野口弥太郎と並ぶ『３大巨匠』の一人
といわれた。息子･正明は、仏文学者で慶応大教授。

里見勝蔵　さとみ かつぞう 1895-1981
京都府出身。父は医師。関西美術院。東京
美校卒。1921年､ 渡仏。ブラマンクに師事。
1930年協会設立。二科会会員を辞す。'54
年､ 国画会会員。写実画壇設立。鎌倉山の
自宅で心筋梗塞により死去（85歳）。

■里見は、現･大丸京都店敷地内に生まれた。昔は近隣
に円山応挙が住み、当時は安井曽太郎や梅原龍三郎の
家も近所だった。■大学を卒業した頃、佐伯祐三が里見
を兄事し、２人でバイオリンを弾いた。■渡仏中、ゴッ
ホの墓に植えた向日葵の種を日本の美術誌読者に配布し
て、熱心なゴッホフアンを喜ばせた。■近所に住んでい
た三岸を創立会員として勧誘しに行き、後には川口と共に、
須田國太郎と小林和作を新会員に勧誘した。

福沢一郎　ふくざわ いちろう 1898-1992
群馬県出身。父は、富岡町長。東大中退。
渡仏。独立展脱退し、美術文化協会結成。
多摩美術大学客員教授，女子美術大学教授。
芸術選奨文部大臣賞，毎日美術賞，文化勲
章受章。肺炎で死去（94歳）。

■仙台の二高（現･東北大学）３年の時、芸術の道を考える。
母に説得され、現･東京大学に入学。■谷中の下宿から、
大学より近くの朝倉文夫の塾で彫刻を学び、後にパリで
出迎えてくれた佐伯祐三と交友する。■1922年、本郷動
坂町にアトリエと収入用の借家を建てる。関東大震災後、
渡仏を考え、劇作家の岸田国士に仏語を学ぶ。■福沢が
紹介したシュルレアリスムは熱狂的に受け入れられ、独
立美術協会から100人程の若手を連れて脱会した。

児島善三郎　こじま ぜんざぶろう 1893-1962
福岡県出身。実家は、紙問屋。美校受験失敗、
以後独学。野口弥太郎や林武と親交。円鳥
会出品。1925-'28年､ 渡仏。二科会会員
を辞す。日本の油絵を目指す。千葉の病院
で肝臓癌により死去（69歳）。

■父が９代当主であった児島家は、350年続く商家で、
九州一と言われた紙問屋。元は岡山県南端児島半島に暮
らした武士の家系。■家出して上京すると、画家には反
対だった父親が姉の名で送金した。■アトリエでは椅子
に座布団を敷き、そこに正座して描いた。戸外での写生
では妻がいつも付き添い、強風の日にはキャンバスを支え、
日照りの時には日傘をさした。■親しく交友した野口弥太
郎，林武とで『独立展の三羽烏』と呼ばれた。

林　武　はやし たけし　本名：武臣1896-1975
東京都千代田区出身。早稲田実業学校，東
京歯医学校，日本美術学校退学。二科会会
友を辞す。1930年協会。東京芸術大学教授。
日本芸術院賞，文化勲章，従三位叙勲受賞。
肝臓癌で死去（79歳）。

■曽祖父は、本居宣長の高弟といわれ、曽祖父，祖父，
父と３代にわたる国学者の家系。■小学校では東郷青児と
同級生だった。20代の初めには、人の描いた「ペンキ絵」
と称する絵を売り歩いて生活費を稼いだ。■1922年､ 二
科京都巡回展の折、林の二科賞受賞作品を小林和作が感
動して購入した。■芸大『林武教室』出身者は、福本章，針
生鎮郎，松本英一郎，林敬二，工藤哲巳，奥谷博，竹内晟，
寺島穣，湯澤正臣，齋藤研，今井信吾，馬越陽子など。

鈴木保徳　すずき やすのり 1891-1974
東京都大田区出身。白馬会研究所。東京美
校卒。二科賞受賞。二科会会友を辞す。中
国へ取材旅行をする。国立近代美術館収蔵。
紺綬褒章受賞。多摩美術大学教授。東京の
自宅で胃癌のため死去（83歳）。

■海城中学校卒業。現･海城高校の卒業生に、窪島誠一
郎（信濃デッサン館と無言館設立者，美術評論家）がいる。
■関東大震災の前後、動植物研究や音楽研究を行う。生
来の生物（特に昆虫）好きから、生物学に進もうかと悩んだ。
■1935年､ 清水登之，福沢一郎と満州（現･中国東北部）
に渡る。３人展を新京やハルビンでも開催し、満蒙素描
集を出版。■横浜の多くの画家達の面倒を非常に良くみ
て育成し、横浜洋画のルーツとも称される。

川口軌外　かわぐち きがい 1892-1966
和歌山県出身。11歳で家督を継ぐ。現･和
歌山大中退。太平洋画会研究所。安井曽太
郎に私淑。渡仏。レジェやシャガールに学ぶ。
二科会会友を辞す。1947-'61年､ 国画会
会員。脳軟化症で死去（73歳）。

■父が55歳の時の子で、孫太郎と命名。師範学校を出
て教師になるというコースを外れ、「軌外」と号する。■
安井曾太郎から里見を紹介され、里見がパリにやって来
た時には出迎えた。■東京出身の長男･京村の後に、パ
リで次男の巴里村が生まれたが、生後20余日で死亡して
しまう。■小説『放浪記』で有名な林芙美子は、軌外のこ
とを「素朴なひとで、長い間外国にいた人とも思えないほ
ど、しっとりと日本風に落ちついた人」と書いた。

中山　巍　なかやま たかし 1893-1978
岡山県出身。父は、岡山市長。葵橋洋画研
究所。東京美校卒。第１回帝展入選。渡仏。
ブラマンクに師事。二科会会友を辞す。日
本芸術院賞受賞。女子美術大学教授。東京
の自宅で老衰により死去（84歳）。

■上京して間もなく脚気になり、１年間郷里で過ごす。
大学４年次に、肋膜炎で半年間休学し留年。■渡仏中、
ロルヌ街にアトリエを移す。隣に高畠、その隣へ福沢が
来る。■帰国後直ぐにパリで佐伯が死んだことを知り、里見，
小島，前田と新宿の豊龍亭で、30歳で逝った友を惜しみ
献杯した。■晩年、脳出血で左半身不随となる。この年、
独立展に出品せず、美大の教授も辞す。その後、10m幅
の大壁画を描き、独立展に作品を19回出品した。

清水登之　しみず とし 1887-1945
栃木県出身。成城学校卒。1912年､ 渡
米。ニューヨークでジョン=スローンに学ぶ。
'24-'27年､ 渡仏。二科展で、樗牛賞，二
科賞受賞。'45年､ 栃木の実家で、急性白
血病のため死去（58歳）。

■300年間19代続いた大地主の家に育ち、裕福な子供
時代を送るが、父の代で没落。中学で描いたビスマルク
の肖像画が明治天皇に献上された。■渡米中、国吉康
雄，石垣栄太郎，野田英夫，北川民治を知る。■ニュー
ヨークで生まれた長男･育夫と川口軌外の長男･京村は、
パリのルクサンブール公園でよく遊ぶ仲だった。■毎朝、
戦死した育夫の肖像画を描き、午後は墓前へ行くのが日
課だった。半年後、『育夫像』（絶筆，P12号）が残された。

三岸好太郎　みぎし こうたろう 1903-1934
北海道出身。独学。中央美術展入選。春陽
会賞受賞。麗人社結成。1926年､ 春陽会
無鑑査推薦。最年少の独立展創立会員。名
古屋の旅館で持病の胃潰瘍から吐血をし、
心臓発作の併発で死去（31歳）。

■父の死後、異父兄の子母沢寛（著書：新選組始末記､
他） 宅に、一時下宿する。■現･女子美大生の節子を描き、
春陽展入選。関東大震災直後、節子の下宿へ駆けつけ
プロポーズ。■時には１週間足らずで、大作を仕上げる
才能を発揮。■｢巴里：パコ｣と呼んでいた長男を生まれ
てから４年間も無戸籍のまま、好太郎は死去。慌てた節
子は｢黄太郎｣と届け出た。未完のアトリエ（中野区）も節
子が完成させ、2014年に国の登録有形文化財となる。

小島善太郎　こじま ぜんたろう 1892-1984
東京都新宿区出身。太平洋画会，葵橋洋画
研究所。安井曾太郎に師事。渡仏。1930
年協会，独立展創立会員。二科会会友を辞す。
日本美術学校，東京純心学園短期大学教授。
東京で心不全により死去（91歳）。

■中村彝，安井曾太郎，春陽会の萬や円鳥会，「パリの
豚児」の前田や佐伯，二科会，1930年協会…と他の創立
会員とほぼ全て共通項を持ち、独立展の要的存在。■絵
が上手くいかないと捨ててくる癖があったが、佐伯がパリ
で拾って日本に帰った時、本人に手渡した。■印象派の
画家たちがよく使う、パレットの絵具の配列をかたくなに
守った。■名前を間違えられることが多いので、小島が
｢Z.Kojima｣，児島は｢Z.Z.Kojima｣とサインをしていた。

林　重義　はやし しげよし 1896-1944　
兵庫県出身。日本画から洋画へ転向。関西
美術院。中央美術展会員。二科展二科賞
受賞。渡仏。二科会会友を辞す。1930年､
二科展で特陳。'37年、独立展脱退。'42
年､ 国画会会員。胃癌で死去（享年47歳）。

■小林和作と渡欧。パリでは、伊藤と行動を共にして、
北野中学の後輩・佐伯祐三の制作を２人で後ろから覗い
た。■パリで、佐伯の仮埋葬の折、木下孝則，木下義
謙，山口長男，荻須高徳らと参列。帰国前、未だ消えな
い新美術団体設立の夢を伊藤に話した。■1935年､ 川口，
伊藤と京都朝日会館壁面に25㎡の大壁画を制作。■30
代半ばからアルコール中毒で入退院を繰返し、妻と次男
を相次いで亡くす。戦前、神戸画壇の中心的存在。

鈴木亜夫　すずき つぐお（つぎお） 1894-1984
大阪府出身。葵橋洋画研究所。東京美校卒。
中央美術賞受賞。円鳥会出品。二科会会友
を辞す。戦争記録画を制作。1966年､ 渡欧。
武蔵野美術大学教授。東京都調布の自宅で
老衰のため死去（90歳）。

■1922年､ 小島善太郎が横浜からパリへ向けて出港する。
それを美校同級の前田寛治と見送った。■母校、現･芝
学園の講師となる。真面目な性格から、生徒に赤鬼先生
と呼ばれた。■'27年､ 林重義，清水，伊藤，古賀春江，
野間仁根らと新団体設立に向けて行動をした。1930年協
会の会員の勧誘に努めるが、前田は応じなかった。突然、
古賀や野間が抜けて、この会は消滅。■小島善太郎の死
から４ヶ月後、創立会員の最後の一人として死去した。

少しでも、14名の作家像を掴むきっかけにして頂ければ幸いです。
●伊藤　　廉：理知的で静謐な世界 ●鈴木　保徳：郷土派の詩人画家
●川口　軌外：幻想と抽象的表現 ●高畠達四郎：素朴な心の巨匠
●小島善太郎：素朴で温和な色彩 ●中山　　巍：優しく清爽な色彩
●児島善三郎：豪放華麗な様式美 ●林　　重義：日本的純写実主義
●里見　勝蔵：フォーヴ精神を貫く ●林　　　武：綿密な構成と大胆さ
●清水　登之：哀愁とユーモアの心 ●福沢　一郎：前衛運動の牽引者
●鈴木　亜夫：簡潔な形と強い色彩 ●三岸好太郎：夭折のモダニスト

 

【参考文献】
「三岸好太郎　昭和洋画史への序章」　匠秀夫著　平成４年　求龍堂
「白いチューブの魅惑」　高畠達四郎著　昭和58年　新潮社
「林武展」図録年譜　牟田行秀・石井亜矢子編　1996年　毎日新聞社
「特別展調布の美術　鈴木亜夫・画業と作品」　平成２年　調布市郷土博物館
「佐伯祐三　―下落合の風景―」　平成22年　新宿歴史博物館
「中山巍回顧展」　略年譜（高倉達夫編）昭和54年　財団法人富士美術館
「前田寛治」　瀧悌三著　昭和52年　日動出版
1930年協会・独立美術協会による「近代洋画の歩み」展　1983年　朝日新聞社
「独立美術協会80年史」　2012年　独立美術協会
他
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神奈川を語る時、やはり中心は横浜にあり、安政の開港に
より発展してきた外国文化の影響が濃厚な土地であること
が特徴です。
芸術の面では、鎌倉近代美術館・横須賀美術館・茅ヶ崎
市美術館・横浜市民ギャラリー等、ここを活躍の場として多
くの作家が輩出されています。
神奈川独立の歴史をふり返ると、昭和の初め、当時、横浜
にあった独立研究所で創立会員の鈴木保徳先生が中心となっ
て、多くの作家を指導されていた記録があります。岡村芳男・
斑目秀雄・鉄指公蔵・森兵五先生等が、この研究所より輩
出されています。
戦後になって、昭和30年頃から、20名程度の有志により独
立グループ展が開催され、昭和37年のグループ展には当時、
九州から逗子に移られた海老原喜之助先生も会場に来られ、
松島一郎先生と共に指導にあたられたと伝えられています。
その後、横浜でのグループ展は小規模なものは何度かあっ
た様ですが、昭和40年頃になると若い独立の作家も多く
集まる様になり、横浜で開かれたグループ展をきっかけに
1976年、新生、神奈川独立展が22名の出品者により、横
浜市民ギャラリーで開催されました。この第１回独立展開
催にあたっては、永年にわたり独立の事務所を担当してこ
られた故・森兵五先生の大いなる尽力があっての誕生と深
く感謝しております。
1976年第１回展を開催した神奈川独立も今年で38回展と
なりました。当初、22名だった出品者も60名以上となり86
年には第10回記念展も開かれ、第18回展からは横浜で永
年後進の指導にあたられた故・志村計介先生の功績をた
たえ、志村計介記念賞も設立されました。第１回の志村賞
は大久保宏美さんが受賞されています。2011年の第35回
記念展からは志村賞に代わり新たに森兵五記念賞が設けら
れました。
初めに神奈川の中心は横浜であると記しましたが、実は神
奈川県は非常に変化に富んだ風土と文化をもった県とも言

えます。
多摩川の流れを境に大都市東京と隣接し、東海道を西に行
くと温暖な気候の静岡県と接し、丹沢山系に囲まれた広大
な山林と農耕地に恵まれた県でもあります。
歴史と文化の都、古都・鎌倉や、気候に恵まれた湘南・小
田原、軍港として栄えた横須賀、漁業の街・三浦三崎と、
古くから文人や画家に愛された町がそこにあります。現在神

奈川在住の独立会員
も15名と東京に次ぐ
多くの作家の制作の
拠点となっています。
今年で38回を迎え
た神奈川独立ですが、
その間に設けられた
志村計介記念賞、そ
の後の森兵五記念賞

のお二人の先生について少し触れておきたいと思います。
志村計介先生は第16回独立展（1948年）に会員になられ、
若い頃より高畠達四郎先生の研究塾で学ばれ、重厚で気品
に満ちた作風で知られていました。若手に対する指導も極
めて丁寧で温厚なお人柄が滲み出た講評内容で、逆に甘
い作品には鋭く厳しい指摘をされる先生でもありました。一方、
森兵五先生は金沢文庫にある大きな屋敷にお住まいで、性
格も豪放で行動的、ハイカラな自由人の気概がありました。
休日など、大型バイクに跨り横浜の街を颯爽と走っていた
ものでした。
酒豪で知られる先生は、毎年神奈川独立展初日には会場に
来られて後進の指導にあたられていましたが、初日の朝、
神奈川独立展の招待作品を借り受けにお伺いすると、私を
広い玄関に招き入れ、「やー、わざわざ御苦労さま」と言って、
二合は入るかと思われるグラスのコップに日本酒をなみな
みと注いでくれる変わった歓迎ぶりの先生でした。私が電
車に乗って朝の横浜市民ギャラリーに着く頃には、顔面赤
鬼のごとくで出品者の顰蹙をかったものでした。
今年で38回を迎えた神奈川独立ですが、この会の特色は
神奈川県のみならず、近県どこからでも自由な意思で出品
可能な制度になっていることです。作品発表の場というより
も勉強会としての形、内容が浸透してきています。
２年後の40回記念展に向けて、制作の熱気が益々伝わっ
てくる今日、この頃です。 

地方展の活動から
★神奈川独立の歩み★

【編集後記】
独立ノートは、独立美術協会に関してもっと多くの方に感心を
持って頂くための一助として生まれました。それも今回で第
４号となり、何とか定着してきた感があります。我々の独立展
への思いが、この『独立ノート』を通して少しでも伝われば
と念じております。今年の夏は全国で集中豪雨がおこり、土
砂災害による大きな被害が出ました。最後に、亡くなられた
方に哀悼の意を表しますとともに、被災された方には衷心よ
りお見舞い申し上げます。 （編集室）

【独立編集室】
大泉佳広／高澤哲明／高橋雅史／塚本 聰／花澤洋太
松村浩之／目黒礼子／山本雄三／輪島進一

【独立デザイン室】
五十里雅子／大久保宏美／大場再生／奥谷太一／中嶋 明
浜松繁雄／早矢仕素子／廣田政生 

Dialogue～空について～　194×259㎝　2011年

志村計介《南仏セレベール》　制作年不明

森　兵五《森林公園》（絶筆）　1989年

2014年11月11日（火）～11月16日（日）
大阪市立美術館／天王寺区茶臼山1-82

2015年３月３日（火）～３月８日（日）
福岡市美術館／中央区大濠公園1-6

大 阪 展

福 岡 展

大 阪 展

2014年11月27日（木）～12月７日（日）
京都市美術館／左京区岡崎円勝寺町124

2015年４月１日（水）～４月５日（日）（入場14:30迄）
東京都美術館／台東区上野公園8-36

京 都 展 独立春季新人選抜展

2015年3月17日（火）～3月22日（日）
愛知県美術館／名古屋市東区東桜1-13-2

名古屋展
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※変更の場合もございます。詳細は、独立展のホームページか会場係員にご確認ください。

日 時 内　　　　容 場　所

15水
13:30-14:30 独立美術協会会員による批評会 独立展会場

２・３階展示室

18:00-20:00 表彰式・懇親会
東京會舘
千代田区丸の内3-2-1
TEL.03-3215-2111

16木 14:00-15:00
16:00-17:00

ギャラリーツアー
係の会員が１日２回、独立展をご案内します。

独立展会場
第１室～

17金
14:00-15:00
16:00-17:00 ギャラリーツアー 独立展会場

第１室～

18:00-19:00 ギャラリーコンサート（Ⅰ）
フラメンコギター・久保博久　（入場・鑑賞共無料）

独立展会場
第２室

18土 14:00-15:30 パネルトーク（Ⅰ）　研究会『絵画と写真 part2』
パネラー：吉武研司　齋藤 研　金井訓志　高松和樹

独立展会場
第１室

19日 14:00-15:30 ギャラリートーク（Ⅰ）
今井信吾　花澤洋太　奥谷太一

独立展会場
第１室～

20月 14:00-15:00
16:00-17:00 ギャラリーツアー 独立展会場

第１室～

21火 休 館 日

22水 14:00-15:00
16:00-17:00 ギャラリーツアー 独立展会場

第１室～

23木 14:00-15:00
16:00-17:00 ギャラリーツアー 独立展会場

第１室～

24金
14:00-15:00
16:00-17:00 ギャラリーツアー 独立展会場

第１室～

18:00-19:00 ギャラリーコンサート（Ⅱ）
マリンバ・亀井博子　（入場・鑑賞共無料）

独立展会場
第２室

25土 14:00-15:30 パネルトーク（Ⅱ）『独立の今までとこれから』
パネラー：今井信吾　奥谷 博　馬越陽子　高澤哲明

独立展会場
第１室

26日 14:00-15:30 ギャラリートーク（Ⅱ）
本田希枝　相田幸男　山本雄三

独立展会場
第１室～

27月 10:00-14:30
札止め 最 終 日



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


